
29 － 14
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－

主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ

◎ 4 3 1 0 0 1 ○ 4 21 1 8 2 4

○ 5 18 0 7 4 2 ◎ 5 6 2 0 0 4

○ 6 4 0 2 0 3 6 0 0 0 0 0

7 0 0 0 0 0 7 2 0 1 0 0

8 0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 1

○ 9 9 0 4 1 2 ○ 9 10 0 3 4 2

10 0 0 0 0 5 10 0 0 0 0 0

11 22 1 9 1 0 ○ 11 7 1 2 0 2

○ 12 0 0 0 0 0 12 0 0 0 0 2

13 0 0 0 0 0 ○ 13 2 0 1 0 1

14 0 0 0 0 0 14 2 0 0 2 0

15 10 0 4 2 3 15 0 0 0 0 0

16 4 0 2 0 1 16 0 0 0 0 0

17 0 0 0 0 0 17 0 0 0 0 0

18 0 0 0 0 1 18 0 0 0 0 0

70 2 28 8 50 4 15 8

○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト
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１Ｑ、下松はゾーンプレスからゾーン、宇部商はオールコートの緩めのマンツーマン。出だしから、
下松のインサイドプレーが機能する。#5や#15がスクリーンを使いインサイドに飛び込みゴール下で得
点。守っては、サイズを生かした２－３のゾーンが宇部商を苦しめ、２９－１４と下松が大きくリー
ドして１Ｑを終了する。２Ｑ、下松はサイズのない宇部商に対して、徹底して外郭にプレッシャーを
かける。これに宇部商がはまり、インターセプトからの得点を許す。更に下松はオフェンスリバウン
ドを支配。宇部商は#4#9が踏ん張るも単発に終わり得点が伸びない。スパートしたい下松もゴール下
のイージーシュートを落とし点差を広げられず４２－２８下松リードで前半終了。３Ｑ、前半同様に
下松は２－２－１のオールコートプレスから２－３のゾーン。宇部商は前半の反省からかカウンター
を使いオールコートをきちんと破る。疲れからか動きの鈍った下松に反撃したいところだがターン
オーバーが減らず５４－３３となったところで宇部商ＴＯ。ＴＯ後下松はゾーンを１－３－１に変
更。これが成功し、インターセプトからのブレイクを連発し点差を広げ、６０－３５として３Ｑを終
える。４Ｑ、下松は３Ｑまででできた点差を有効に使う作戦か？トップ付近でボールをキープし２４
秒をしっかり使うセットプレーでのオフェンス。宇部商はやや気落ちがあるのか守れず、３マークま
でリードを広げられる。ここで下松はメンバーをやや落とし宇部商に得点を許すも余裕のゲーム運
び。結局７０－５０で下松が大切な初戦をものにした。
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